















































































































































単元構成 2  9％
教材研究（教師自身の読み）のあり方 2  9％
事例をもとに考えること 1  5％





































































































































課題設定の仕方 1  4％
確認読みとのバランス 1  4％
発達段階に即した批判的読みのあり方 1  4％
教材の特性に応じた指導 1  4％
バランス」の図り方，「教
材の特性に応じた指導」
をどのように行うかなど
は重要である。さらに「発
達段階に即した批判的読
みのあり方」も１名のみ
の指摘ではあったが，理
由にある「学年の発達段
階に合った評価読みとは
一体どんなものか，また
次の学年につなぐために
は，どの力をつけるのか
を考えることが課題に
なった」「難しくし過ぎ
8ないための工夫」という観点は，指導の系統性，段階性，適時性といった面から，
批判的読みを授業の中で積極的，意図的に推進しようとすれば，ぜひ検討されねば
ならない課題であると思われる。
（4）批判的読みの授業を推進していくために学ぶべきこと
　表４は，批判的読みの実践を今後行うに当たって学ぶ（身に付ける）必要がある
ものとその比率について示したものである。この設問に対する回答内容には板書，
切り返しの仕方等，一般的な授業論に関するものも少なからず記述されていたが，
それらを除いて整理，提示した。
　結果，表では「教材研究（教師自身の読み）のあり方」（31％），「批判的読みの
観点に即した指導」（27％），「発達段階に即した批判的読みのあり方」（19％），「単
元構成」（15％）の４点に集約された。際立って比率の高い内容はなかったが，「教
材研究（教師自身の読み）のあり方」が最も高かった。どんな授業を行うに際して
も，教材研究が重要であることは論を待たないが，批判的読みという未経験もしく
は不慣れな考え方に基づく授業を実践しようとすると，やはり教材研究を根本的に
重視し，その力量を付けることが必須であると再認識したものと思われる。このこ
とは回答理由として記述された「的確に説明的文章を読み取っていくためのポイン
トを学びたい。文章を読み取る力を身に付けて評価読みできる切り込むポイントを
すぐに見つけられるようになりたい」「教材分析する力。説明的文章の類型がよく
わかっておらず，新しい教材文，情報量が多い教材文に出会うたび，戸惑うから」
等の内容からもうかがい知ることができた。この点については「（2）批判的読みの
実践を行った利点」の項でも指摘した。
　あとの三つの観点については「教材研究」も含め，先の（3）で検討した困難点，
課題と共通しており，困難や課題を克服し効果的な批判的読みを実現しようとする
教員の意欲が見られる。
　特徴的な回答理由としては，「批判的読みの観点に即した指導」に関するものと
して「児童自らの力で評価読みできるための方法」（理由：こちらから与える一方
ではなく，自分なりに教材を評価できる児童になってほしい。高学年になれば論の
展開や分かりやすくしている工夫等に自ら気づくことができる子になってほしい）
が見られた。
表４　 今後批判的読みの授業を行うに当たって学ぶ（身
に付ける）必要があるもの
 n=26
回答内容の観点 人数 比率
教材研究（教師自身の読み）のあり方 8 31％
批判的読みの観点に即した指導 7 27％
発達段階に即した批判的読みのあり方 5 19％
単元構成 4 15％
　また「単元構成」に関
するものとして「評価読
みを用いた単元づくりの
多様化」（理由：この１
年間評価読みを単元に取
り入れてきたが，単元の
流れがパターン化してし
まった。評価読みを取り
入れつつ，様々な流れの
単元を作れるようにして
9いきたい）があった。これらの理由から，学習者が主体的に批判的読みを推進する
ための課題のあり方，発問のあり方，単元構成のあり方等を，発達段階と教材の特
性に対応したものとしてどう開発するか，そしてそれを可能にする教材分析，解釈
の着眼点をどのように組み合わせていくかが実践課題として浮上した。
４．まとめと課題
　実践者へのアンケート結果の分析から得られた，説明的文章の批判的読みの授業
づくりに実践者が主体的に取り組み，成果を上げていくために検討しなければなら
ない要諦は以下のようである。
ア　批判的読みを促し深めるための発問（課題）を開発し提示する。たとえば「基
本的な発問（課題）」と「発展的な発問（課題）」のように分類し，批判的読み特
有のものとして示すこと。
イ　判的読みの学習において扱うべき内容を発達段階，学習者の能力差に対応する
ものとして精選，限定し，それを１単位時間や単元レベルで構造化して示すこと
が必要である。すなわち批判的読みの学習指導過程を構築すること。
ウ　説明的文章を批判的に読むための教材分析・研究の観点と方法を示すこと。こ
れは授業づくりの前提として教師がテクストを批判的に読めるようになるための
ものとして，また学習者自身のテクストへの着眼点として重要である。
エ　イの単元構成論，学習指導過程論，ウの教材分析・研究論と連動して，学習者
の読みの能力や発達段階に配慮した批判的読みの指導のあり方を明らかにする。
すなわち，批判的読みの指導の系統性，段階性，適時性について示すこと。
　以上の要諦の関係や構造を次ページの図に示した。教材の特性に即して，授業づ
くりの前提である批判的読みの「教材分析・研究の観点，方法」のあり方を見いだ
し，実践者の批判的読みの力量を付けること，学習者が批判的読みを行える箇所，
表現を選定できるようになることを批判的読みの授業づくりの基盤とした。それは
「説明的文章の批判的読みの観点における学習内容」を踏まえた「批判的読みに特
有な発問（課題）」を開発することに通じる。このことを開発すべき第一義的なも
のとして中央枠の中に配した。
　これらの作業は，上部に置いた「批判的読みを充実させるための単元構成・学習
指導過程のあり方」を開発することと連動しながらなされることが実際的である。
また，それが好ましい。ミクロな視点での発問開発にとどまらず，単元レベルでの
学習活動（発問，課題）の流れ，構造としてのマクロな視点での授業づくりに進展
させなければならない。そして，ここまで述べてきた取り組みは，右側にある「能
力差，系統性，適時性への配慮」を意識してなされるものという意味で，相互矢印
を配置した。
　個人であれ，学年，教科，学校レベルであれ，批判的読みの授業づくりは，図に
示したどの箇所の内容からでも充実すべく開発作業を進めたい。どの箇所の内容も
関連し合っている。取り組みやすいところから研究，研修活動を進めることが実質
的である。図は，そのための指標，チェックの機能を果たす。
10
　今後は，図に示した各要諦の具体的な充実のあり方とその共有方法を確立してい
くことが課題である。
付記　本研究は，平成24～26年度独立行政法人日本学術振興会科学研究費助成事業
助成金（基盤研究（C）（一般）課題番号24531126）の助成を受けている。
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